
（アンケート回答者）

→まだ決まっていない。
・モノレールの計画線は都市計画図に反映させるのか。（町議会議員）
→都市計画決定したら図面に反映させる。

                         合計 176名（内20歳代以下 21名）

 駅名を望みます。（60代以上男性）
・車でないと買い物に行けない。（60代以上女性）
・災害時における避難誘導方策が必要。特に国道16号による災害時の分断が心配。
 （60代以上女性）
・コミバス180円は高い。（60代以上女性）
・まちづくりに関して、体育館施設の建設が決まっているのか。（町議会議員）

・病院前を通るコミバスが少ない。（60代以上女性）
・福3・5・17号線の立体交差がどうなるかが知りたい。（30代男性）
→⻄多摩建設事務所を紹介
・防災無線が聞こえづらい。（50代）
・基地の下を通る道路が欲しい。（50代）
・モノレール６駅の駅名を住⺠募集でお願いしたい。⼜、名称は他地域の⼈でもわかる

内 容

場 所

日 時

・武蔵地区の市街化編入を早くすべき。（60代以上男性）
・殿ケ谷区画整理を早く完了させてほしい。（60代以上男性）
・モール瑞穂が無くなって不便。（40代男性）

（パネル1）「立地適正化計画」とはどのような計画なのか？
（パネル2）「瑞穂町都市計画マスタープラン」のP47の土地利用方針図を展示し、今後策定
      する立地適正化計画と整合性があるものだということを明示する。
（パネル3）「コンパクト・プラス・ネットワークのまちづくり」についての図、説明を展示
      し、モノレール駅周辺の新たな拠点づくりと公共交通の充実について明示する。
（パネル4）町の現況（施設分布状況、自然災害ハザード情報など）
＜アンケート＞
（アンケート1）中心拠点や地域拠点にどのような施設が必要か？
（アンケート2）自然災害に対する取組として重要なことは？

令和5年11月11日(土曜日)・・・82名（内20歳以下 5名）
令和5年11月12日(日曜日)・・・94名（内20歳以下 16名）

アンケート結果
  別紙のとおり

自由意見

来場者

産業まつり 立地適正化計画オープンハウス形式説明会 報告書

① 令和5年11月11日(土曜日) 午前10時30分から午後3時30分まで

② 令和5年11月12日(日曜日) 午前10時から午後3時30分まで

場所：瑞穂ビューパーク競技場及びスカイホール
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（継続審議）諮問第１号資料 別紙



【町公共施設での立地適正化計画パネル展示】

瑞穂町役場、むさし野・⻑岡・元狭⼭コミュニティセンター

＜期間＞
令和5年度中（各箇所一週間程度）
＜場所＞

 導施設の設定や防災指針の施策の参考とする。

・アンケートを記述式ではなくシール方式にしたことによって、予想以上の回答者数が
 得られた。
・アンケート回答者にブースの奥に設置した立地適正化計画についてのパネルの説明を
 することが難儀だった。

 パネル４枚を庁舎、コミセン３か所に一週間ずつ展示していく計画を立てたい。（以
 下のとおり）

 分とは言えないと感じた。したがって、ブース内に展示した立地適正化計画に関する

・以上のことから、誘導施設の設定や防災指針の施策に関する参考情報は得られたと考
 えられるが、立地適正化計画の内容を住⺠の方に理解していただくには、まだまだ⼗

今後の予定
・今回のアンケート結果を、現状分析及び課題の整理に加える。また、今後の都市機能誘

総 括
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瑞穂町まちづくりアンケート集計結果

11/11(土) 11/12(日) 合計
82名 94名 176名

      商業施設を望む声が多かった。
     ・モール瑞穂(大型商業施設)がなくなったことにより、スーパーなどの

85

Ｃ：町⺠の地域交流、スポーツ等の都市活動を⽀える⽂化施設

58
  例）交流センター、スポーツ施設、図書館など

  例）大型小売店舗など
97

Ｄ：町⺠の⽣活利便性や来訪者へのサービス、本町内への雇用創出などに寄与する商業施設

Ｅ：町⺠に安心で安全な医療サービスを提供する医療施設
  例）病院、診療所など

58

アンケート回答者数

瑞穂町まちづくりアンケート①
設問：瑞穂町では今後、町の中心地や拠点となる地域に、どのような施設が、維持され、
   充実していくと良いと思いますか？
Ａ：高齢者や障がい者等の⽣きがい、豊かな⽣活に寄与する介護・福祉施設

58

アンケート回答方式

各設問２つまで選択

Ｂ：子育て世代を⽀援する子育て⽀援施設

33%

33%

33%

55%

48%

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

回答者数：176名
回答数：356
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      となった。
     ・超高齢化といった危機感が住⺠にも浸透しているものと思われる結果

Ｅ：高齢者など、自力での避難が困難な⼈への⽀援体制の充実
98

51
Ｅ：防災情報の提供（防災マップ・防災アプリの提供など）

31

Ｃ：住まいの防災対策の⽀援（耐震診断、耐震グッズの購入補助など）
51

Ｄ：地域コミュニティの防災力向上（自主防災組織の充実、防災訓練の実施など）

Ａ：水害対策（河川の治水、浸水対策などの水害対策など）
54

Ｂ：道路拡幅（災害時の物資や避難経路の整備・機能強化など）
68

瑞穂町まちづくりアンケート②
設問：瑞穂町では自然災害に対する取組として、どのようなことが重要だと思いますか？

31%

39%

29%

29%

18%

56%

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ
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回答者数：176名
回答数：353
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